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令和７年第８回（９月）定例会

令和7年第8回定例会が9月5日から12日まで開催され、村から上程された14議案が審議され、

全会一致で可決しました。

令和7年度一般会計補正予算(第4号・第5号)

補正予算1億1,984万円が追加され、総額27億273万円に

■ 主な歳出
〇総務費 １，６１３万円

〇民生費 １７３万円

〇衛生費 １３１万円

〇農林水産業費 １７０万円

〇商工費 １，０３０万円

〇土木費 １，０００万円

〇消防費 １３０万円

〇教育費 ２７５万円

〇災害復旧費 １，２３０万円

〇諸支出金 ５，０６３万円

〇予備費 １，１６９万円

■ 主な歳入
〇村税 ７９６万円

〇分担金及び負担金 １８万円

〇使用料及び手数料 ３７３万円

〇国庫補助金 ６８４万円

〇県支出金 ２６９万円

〇財産収入 １，３８３万円

〇繰入金 △２４０万円

〇繰越金 ８，３５８万円

〇諸収入 ３４３万円

令和７年度各特別会計補正予算

会 計 名 補 正 額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

国民健康保険特別
会計（第2号）

１，０９５万円 ２億２，２０９万円
前年度繰越金・滞納繰越額の確定及び療養

給付費・高額療養費の増額

後期高齢者医療特
別会計（第1号）

８６万円 ３，９８６万円
前年度繰越金・滞納繰越額の確定や被保

険者保険料精算負担金の確定

簡易水道事業特別
会計（第1号）

７３７万円 ４，５１２万円 前年度繰越金・滞納繰越額の確定

診療所特別会計
（第1号）

１５０万円 ６，１００万円 前年度繰越金の確定

介護保険特別
会計（第1号）

２，４８９万円 ３億２７万円
前年度繰越金や精算に伴う償還金確定及

び保険給付費の増額

（＊万円未満は、調整）

（＊万円未満は、調整）

〇認定第 1号 令和６年度産山村一般会計歳入歳出決算認定について

要旨 令和６年度産山村一般会計の令和6年度決算の報告。（詳細については、広報うぶやま10月号に掲載）

〇認定第 2号 令和６年度産山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

要旨 令和６年度産山村国民健康保険の令和6年度決算の報告。

〇認定第 3号 令和６年度産山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

要旨 令和６年度産山村後期高齢者医療の令和6年度決算の報告。

〇認定第 4号 令和６年度産山村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

要旨 令和６年度産山村簡易水道事業の令和6年度決算の報告。

〇認定第 5号 令和６年度産山村診療所特別会計歳入歳出決算認定について

要旨 令和６年度産山村診療所の令和6年度決算の報告。

〇認定第 6号 令和６年度産山村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

要旨 令和６年度産山村介護保険の令和6年度決算の報告。

〇議案第 42号 産山村行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号

の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 国の「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき標準化システムへの移行を進める中

でマイナンバーの独自利用を行う事務等について条例に定めるもの。

その他の主な議案



公共施設利活用設計業務委託

400万円

各種公共施設の老朽化により修繕が必要なため第三

セクターに委託するもの（修繕箇所：産山村水工場

施設、池山水源トイレ）（国50％、村50％）

御湯船温泉修繕

300万円
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老朽化により温泉館外壁及び温泉施設内タイル

の補修するため、(株)うぶやまに負担金を交付

し修繕を行うもの （村100％）

池山水源トイレ 産山村水工場施設 劣化が著しい御湯船温泉外壁

9月定例会（主な議決事項）

産山村ふれあいセンター改修事業

産山村ふれあいセンターコインランドリーの出入口

ドアを毎朝９時、毎夜２１時に管理業務の効率化を

図るため、自動開閉施錠へ改修するもの（村100％）

200万円

粗放的利用実証事業簡易整備工事

山間地における水田の有効活用のため、牧柵や

水飲み場を整備し水田放牧の実証を行うもの。

（県100％）

232万円

9 月 定 例 会 質 疑 応 答

令和6年度一般会計決算から

【
問
】

乗
り
合
い
バ
ス
の
事
業
費
の
実
績
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

【
問
】

情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
事
業
費
の

中
で
水
管
理
施
設
の
整
備
に
係
る
試
行
調
査

委
託
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
の
か
。

【
答
】

令
和
６
年
度
の
事
業
費
は
約
１
５
３

４
万
円
で
、
内
訳
は
人
件
費
５
０
０
万
円
・

委
託
費
９
３
０
万
円
、
残
り
は
需
用
費
、
役

務
費
で
あ
る
。

国
か
ら
の
補
助
金
が
約
９
２
８
万
円
で
残

り
は
一
般
財
源
で
あ
る
。

現在、３台の車両で村内や近隣市

町村のエリアを運行している乗合

バス

【
答
】

簡
易
水
道
通
信
環
境
の
整
備
の
た
め

の
計
画
を
策
定
し
、
現
況
の
計
画
給
水
区
域
、

人
口
、
給
水
量
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
水
道
を
整
備
及
び
更
新
し
て
い
く
か
な

ど
の
計
画
策
定
、
管
網
図
作
成
、
時
間
最
大

給
水
量
の
計
算
を
行
っ
た
。



報告第2号 「㈱うぶやま」の経営状況報告（令和6年度決算）について

㈱うぶやまの令和６年度決算が報告され、経営状況についてはコロナ禍移行、業績改善の傾向は続いているが、

売上及び経常利益については物価高騰等の影響により、令和5年度を下まわる旨の報告があった。
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【
問
】

運
動
広
場
管
理
委
託
料
が
４
年
か
ら
５
年

に
は
１
０
０
万
円
、
５
年
か
ら
６
年
に
は
20
万
円

増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
山
鹿
グ
ラ
ン
ド
管
理
委

託
料
も
昨
年
か
ら
20
万
円
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

【
問
】

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
し
て
経
費
が
か
か
り

す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
大
型
バ
ス
が
必
要

か
、
更
新
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
問
】

宿
直
業
務
を
10
月
か
ら
警
備
会
社
に
委
託
す

る
が
緊
急
時
に
お
け
る
担
当
課
へ
繋
ぐ
所
要
時
間
は

ど
の
く
ら
い
を
考
え
て
い
る
の
か
。

令和７年度一般会計予算から

【
答
】

す
で
に
業
者
に
委
託
し
て
い
る
高
森
町
で
は

通
報
者
か
ら
業
者
が
連
絡
を
受
け
5
分
か
ら
10
分
、

小
国
町
・
南
小
国
町
は
宿
直
者
が
受
け
て
、
南
阿
蘇

村
は
消
防
の
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
消
防
担
当
に
連
絡

し
、
担
当
が
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
団
員
に
通
知
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
放
送
が
可
能
な
た
め
消
防

担
当
者
が
リ
モ
ー
ト
で
無
線
を
配
信
、
阿
蘇
市
は
通

報
者
か
ら
の
通
報
で
無
線
を
流
さ
ず
、
消
防
本
部
か

ら
確
定
し
た
情
報
を
宿
直
者
か
ら
放
送
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
連
絡
し
て
る
が
大
体
５
分
か
ら
10
分
で
本

村
も
５
分
か
ら
10
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
答
】

予
定
と
し
て
は
周
辺
の
水
田
の
稲
刈
り
後
に

実
施
を
考
え
て
い
る
。

【
答
】

運
動
広
場
管
理
委
託
料
は
年
々
増
加
し
て

い
る
が
費
用
対
効
果
等
を
考
え
る
と
今
後
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
、
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
る
。

グ
ラ
ン
ド
管
理
委
託
料
は
山
鹿
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
旧
山
鹿
小
学
校
）
で
グ
ラ
ン
ド
内
は
保
護
者
に
協

力
い
た
だ
き
、
周
辺
は
民
間
に
委
託
し
管
理
し
て

い
る
。

な
お
、
委
託
料
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
燃
料
の

高
騰
や
草
刈
り
の
回
数
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

【
問
】

当
初
予
算
で
診
療
所
横
の
桜
の
木
を
伐
採
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
い

つ
行
う
の
か
。

【
答
】

現
在
の
大
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
平
成
21
年

に
導
入
し
た
44
人
乗
り
の
バ
ス
と
29
人
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
あ
る
が
一
斉
下
校
の
場
合
、
通
常
２
台
に

分
散
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成
６
年
度
は
１

２
０
万
ほ
ど
の
修
繕
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
修

繕
費
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
大
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
バ
ス
の
修
繕
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
児
童
生

徒
の
人
数
等
を
把
握
し
な
が
ら
新
し
い
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
等
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

産山診療所横の桜について一

部古枯が見受けれ車両や人に

被害を及ぼす恐れがあり、伐

採が必要となっている。

令和7年第7回臨時会

令和7年第7回臨時会が7月29日に開催され、予算議案1件、報告議案1件の２議案を審議し、全

会一致で可決しました。

令和7年度一般会計補正予算（第3号）

補正予算1,207万円が追加され、総額25億8,289万円に

主な補正 ○総務費 パソコン購入 300万円 定額減税不足額給付 128万円 ○民生費 子どものための教育・

保育給付費 112万円 ○商工費 各種公共施設修繕費590万円 AED購入2台 52万円
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令和6年度一般会計の決算については、歳入総額で26億64,944,527円、歳出総額25億32,713,634円で歳入歳出差引額1億32,230,8

93円、実質収支額も1億3,579,893円の黒字であり、本村の財政収支は健全な状態にある。

次に一般会計歳入における村税、使用料及び手数料、財産収入の繰越を除いた収入未済額は25,590,021円で、前年に比べ滞納額

が20,206,299円の減となっており、その要因として、固定資産税が昨年に比べ24,468,000円減となっている。

固定資産税は、大口の滞納者からの納税である。しかながら、村民税個人分、使用料及び手数料、財産収入についてはそれぞれ、

増加傾向にあるため、今後も徴収に努力いただき、納税されている方との不公平感がなくなるよう、未収対策に取り組まれたい。

また、予算額に対し調定額が下回っているケースが見受けられ、歳入の補正を行うなど改善するよう助言させていただいた。

次に一般会計の歳出について、決算では補正額を上回る不用額が見受けられ、これは補正予算の計上の際その節だけを補正し予

算目内の状況を確認しないまま補正に至ったと考えられるので今後は確認いただきたい。

基金の状況については、昨年に比べ基金総額で対前年比100.9％、総額12,910,069円の増となっている。その主な要因として、財

政調整基金22,410,640円、創生基金609,384円、森林環境譲与税基金322,386円が主な増額であり、財政調整基金は、昨年に引き続

き増加傾向にある。

また、ふるさと寄附金については、令和4年から本格的に取組み本年度は59,305,500円の寄付があっている。今後も本村の新しい

商品の開発やふるさと納税寄付者の獲得に努めていただきたい。

次に地方債年度末残高の推移の状況であるがわずかではあるが増加傾向が続いる。今後も収支バランスを考えた過疎債の借入に

取組んでいただきたい。

本村の財政状況は、健全な運営がなされているが長引く物価高騰などの影響により依然として予断を許さない状況下にある。

また、現在の役場の組織についても業務の多様化、複雑化、職員のなり手不足など職員を取り巻く情勢は厳しい状況でその結果、

職員の配置転換の鈍化がみられ職員一人の責務が過大となっている。今後、課題を解決するためアンケートを全職員に実施するな

ど改善策を講じるべきと考えられる。

最後に、産山村監査委員に関する条例第８条に基づく「令和6年度産山村財政健全化並びに経営健全化の指数」については、実質

収支に赤字や負債等も無く、経営健全化では資金不足等も来しておらず、執行部提出の財政健全化並びに経営健全化の審査意見書

は適正に作成されていると認めた。

令和７年８月２８日 代表監査委員 中村 祐介

議選監査委員 渡辺 裕文

*令和6年度の決算書の詳細については、「広報うぶやま10月号」に掲載

令和6年度決算に伴う監査員からの報告抜粋

令和7年第9回臨時会

令和7年度一般会計補正予算（第6号）

令和7年第9回臨時会が10月9日に開催され、予算議案1議案を審議し、全会一致で可決しました。

補正予算1億8,634万円が追加され、総額28億8,907万円に

○ふるさと納税寄付金の仲介サイトにおけるポイント付与が10月から禁止されることや、返礼品の規程がさらに厳格化

されることに伴い、駆け込み需要による寄付金額を1億8,000万円増額し、2億5,002万円とするもの。

令和7年第10回臨時会

令和7年度一般会計補正予算（第7号）

令和7年第10回臨時会が10月22日に開催され、予算議案1議案を審議し、全会一致で可決しました。

補正予算1億100万円が追加され、総額29億9,007万円に

○乳製品加工施設中和設備更新・・入乳製品加工施設の汚水中和処理層の故障により更新するもの 3,200万円

○大利団地住宅建設・・昨年の火災により焼失した建物を再建するもの 2,900万円

○移住・定住用住宅建設・・移住・定住者向けの小さな間取りの住宅を２棟建設 4,000万円



【
議
員
】
消
防
団
員
の
５
年
間
の
推
移
、

人
口
減
少
に
伴
い
、
消
防
団
員
の
減

少
対
策
と
今
後
の
方
向
性
、
ま
た
、

防
災
対
策
に
伴
う
訓
練
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
の
３
点
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

【
総
務
課
長
】
消
防
団
員
の
過
去
５
年

間
の
推
移
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
議
員
】
花
の
温
泉
館
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、

尋
ね
る

【
企
画
振
興
課
長
】
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
９
月
８
日
か
ら
新
た
な
運
営
管
理
者

の
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
公
募
は
、
民
間
事
業
者
の
経
営
能
力

を
生
か
し
た
新
た
な
活
用
、
村
有
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
雇
用
促

進
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
応
募
者
が
あ
れ
ば

添
付
さ
れ
た
事
業
計
画
の
審
査
を
慎
重
に
行
い
、

適
切
な
運
営
管
理
者
の
選
定
に
努
め
る
。

今
後
の
施
設
運
営
は
、
選
定
さ
れ
た
管
理
者

が
地
域
に
根
差
し
た
事
業
展
開
を
確
実
に
行
え

る
よ
う
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
議
員
】
花
の
温
泉
館
が
再
開
さ
れ
れ
ば
移
住
者
、

定
住
者
が
多
く
な
る
と
思
う
。

い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
、
若
い
人
た
ち

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
温
泉
館
で
癒
し
の
場
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
今
の
現
状
を
ど
う
か
改

善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

井 芳美

議員
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■
消
防
団
及
び
防
災
対
策
に
つ
い
て

■
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て

消火器等の取扱い訓練をしてはＱ

今後、防災訓練を再開するＡ

花の温泉館の今後の計画はＱ

運営管理者を公募し運営管理者の選定を行うＡ

【
総
務
課
長
】
消
防
団
員
の
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
役
場
職
員
か
ら
な
る
機
動
分
団
員
を
各

分
団
に
配
置
替
え
行
っ
た
り
、
任
用
要
件
を
緩
和
し

た
り
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
か
ら
な
る
機
能
別
団
員
制
度
に

よ
り
、
団
員
確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
消
防
団
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
受

け
、
今
後
、
団
員
確
保
の
た
め
に
各
分
団
で
、
消
防

団
に
入
っ
て
い
な
い
移
住
者
等
や
後
継
者
等
へ
の
勧

誘
の
実
施
を
行
っ
て
も
ら
い
、
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、

分
団
再
編
成
や
組
織
の
見
直
し
を
消
防
団
幹
部
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
村
民
に
対
し
て
、
消
防
団
に
よ
る
消
火
器
、

消
火
栓
等
の
取
扱
い
の
講
習
会
は
で
き
な
い
も
の
か
。

【
総
務
課
長
】
住
民
対
象
と
し
て
防
災
訓
練
で
地
域
の

方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
誘
導
や
炊
き
出

し
の
訓
練
を
行
っ
て
き
た
が
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
等

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
消
火
器
の
操
作
方
法
訓
練
も
、
以
前
は
婦

人
会
な
ど
の
総
会
に
期
限
切
れ
の
消
火
器
を
使
用
し

消
火
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、
婦
人
会
の
高
齢

化
や
若
年
層
の
未
加
入
な
ど
で
組
織
が
減
少
し
、
消

火
訓
練
の
回
数
も
減
少
し
て
い
る
。

今
後
は
、
訓
練
の
実
施
も
重
要
と
考
え
、
防
災
訓
練

を
再
度
再
開
し
、
日
頃
か
ら
防
災
の
備
え
を
意
識
づ

け
て
い
き
た
い
。

年 度
消 防

団員数

機能別

団 員
総 数

令和３年 83人 36人 119人

令和４年 76人 36人 112人

令和５年 76人 36人 112人

令和６年 75人 34人 109人

令和７年 70人 30人 100人

建設当時の花の温泉館
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井 春夫

議員

【
議
員
】
人
が
居
住
し
て
い
る
建
物
の
付
近
に
立

つ
樹
木
が
、
住
ん
で
い
る
家
に
被
害
を
与
え
る

危
険
性
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
樹
木
の
伐
採

処
分
に
か
か
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金
制
度
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

【
経
済
建
設
審
議
員
】
私
的
財
産
で
あ
る
樹
木
の

伐
採
に
関
し
て
、
補
助
制
度
で
ど
こ
ま
で
支
援

で
き
る
か
の
部
分
も
含
め
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
有
効
か
つ
適
正
に
使
っ
て
い
く
た
め
、
今
後
、

事
業
創
設
に
向
け
た
建
設
的
な
検
討
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】
木
材
価
格
も
低
迷
を
し
て
い
る
中
、
居

住
者
の
安
心
安
全
や
森
林
所
有
者
の
経
費
節
減

た
め
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

■
危
険
な
樹
木
の
伐
採
に
対
す
る
補
助

金
制
度
の
整
備

住宅地の建物付近の支障木伐採の補助金制度を創設してはＱ

森林環境譲与税を活用し建設的に検討するＡ

【
議
員
】
過
疎
地
域
で
は
、
自
然
、
文
化
、

歴
史
等
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
が

地
域
経
済
の
再
生
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ

て
お
り
、
交
流
人
口
を
増
や
す
手
段
と
し

て
有
効
で
あ
り
、
地
域
の
持
続
性
が
高
ま

る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。

産
山
村
の
観
光
の
現
状
と
課
題
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

【
企
画
振
興
課
長
】
現
状
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
の
も
と
、
農
村
文
化
を
生
か
し
た
体

験
型
交
流
型
の
観
光
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
、
運
営
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
内
外
と
の
交

流
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
、
観
光
に
関
す
る
課
題
も
顕
在
化

し
て
お
り
、
伝
統
行
事
や
共
同
作
業
の
担

い
手
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
野

焼
き
や
水
源
の
保
全
活
動
な
ど
、
存
続
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
観
光
施
設
に

つ
い
て
も
運
営
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
い

る
。

【
議
員
】
今
後
の
観
光
対
策
は
、
過
疎
化
や

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
観
光
を
地
域
活
性

化
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
様
々
な
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
観
光
対
策
、

方
向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

持
っ
て
い
る
か
。

【
企
画
振
興
課
長
】
引
き
続
き
村
独
自
の
観

光
へ
の
取
組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

観
光
を
契
機
と
し
て
、
地
域
へ
の
関
心
を

高
め
、
村
の
魅
力
を
実
感
し
た
方
々
が
、

将
来
的
に
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
。

【
議
員
】
自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
観

光
、
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の

滞
在
交
流
型
観
光
地
域
を
目
指
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
関
係
人
口
を
創
出
し
、
地
域

内
の
消
費
の
循
環
、
若
者
定
住
と
な
る
観

光
モ
デ
ル
の
確
立
な
ど
が
観
光
施
策
の
鍵

に
な
る
と
考
え
る
の
で
、
速
や
か
な
検
討

と
実
施
を
お
願
い
す
る
。

産山村における観光対策、方向性はどのような施策か
観光を契機に村の魅力を実感した方が移住・定住に繋がる施策を目指す

Ｑ

Ａ

■
観
光
対
策

公道については、車道高さ4.5ｍ、歩道2.5

ｍが禁止行為となる。
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【
議
員
】
暑
さ
が
続
く
中
「
節
水
」
の
呼
び
か

け
が
放
送
さ
れ
た
が
、
こ
の
状
況
の
経
緯
の

説
明
を
求
め
る
。

【
経
済
建
設
課
長
】
産
山
村
運
動
広
場
内
三
山

台
配
水
池
に
お
い
て
６
月
中
旬
頃
か
ら
朝
の

水
位
低
下
状
況
が
見
ら
れ
、
夕
方
に
は
危
険

水
位
ま
で
低
下
す
る
状
況
が
続
い
た
の
で
、

節
水
の
協
力
を
願
い
し
た
。

水
道
係
で
原
因
調
査
の
結
果
、
水
位
低
下

に
伴
う
ポ
ン
プ
稼
働
の
水
位
設
定
に
問
題
が

あ
り
、
一
定
の
水
位
か
ら
下
げ
な
い
設
定
の

変
更
対
策
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
正
常
状
態
を

保
っ
て
送
水
出
来
て
い
る
。

【
議
員
】
「
水
道
事
業
に
つ
い
て
」
は
、
２
年

前
に
も
伺
っ
て
お
り
、
村
長
は
、
【
水
道
整

備
計
画
を
基
本
に
の
っ
と
り
、
村
民
の
方
々

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、
二
つ

の
大
き
な
水
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
村
民
に

十
分
給
水
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
】
と
答
弁
さ
れ
た
。
村
か

ら
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
令
和
３
年
に

策
定
さ
れ
た
産
山
村
簡
易
水
道
事
業
経
営
戦

略
だ
け
で
、
現
実
は
不
具
合
が
生
じ
た
ら
、

修
理
・
修
繕
に
明
け
暮
れ
て
抜
本
的
な
水
道

整
備
計
画
の
見
直
し
や
改
善
策
が
検
討
、
実

践
さ
れ
て
い
る
の
か
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

水
道
整
備
計
画
の
現
況
を
伺
う
。

鈴木 健士

議員

【
経
済
建
設
課
長
】
安
定
し
た
給
水
を
確
保
す

る
た
め
に
、
配
水
整
備
に
加
え
、
現
状
の
送

水
量
及
び
配
水
量
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
監
視
制
御

設
備
の
導
入
計
画
と
施
設
整
備
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
計
画
で
は
①
山
吹
水
源
系
と
池

山
水
源
系
の
２
つ
の
水
源
の
管
路
の
統
合
計

画

②
水
道
施
設
の
状
態
を
常
に
把
握
で
き

る
よ
う
通
信
・
計
装
設
備
の
設
置
を
計
画
。

本
年
度
も
、
配
水
池
の
水
位
・
水
量
監
視

の
た
め
の
調
査
及
び
通
信
施
設
の
整
備
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

【
議
員
】
時
代
に
即
し
た
、
通
信
技
術
や
そ
こ

に
携
わ
る
人
々
の
労
働
環
境
に
配
慮
し
た
シ

ス
テ
ム
で
住
民
の
生
活
を
守
っ
て
も
ら
い
た

い
。
特
に
、
南
部
地
域
は
、
畜
産
業
や
養
鶏

業
が
盛
ん
で
今
後
の
飲
雑
水
の
需
要
が
多
く

な
る
と
予
測
さ
れ
る
、
住
民
か
ら
は
飲
料
水

の
不
足
・
断
水
等
を
心
配
さ
れ
る
声
も
聴
い

て
い
る
。
今
後
、
事
前
対
応
策
も
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

つ
ぎ
に
、
来
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
、

公
営
企
業
会
計
へ
移
行
に
な
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伺

う
。

【
経
済
建
設
課
長
】
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
損
益
計

算
書
や
貸
借
対
照
表
な
ど
財
務
諸
表
が
作
成

さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
経
営
状
況
や
財
政
状

態
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
②
財
務
状
況
を
正

確
に
把
握
で
き
、
経
営
成
績
や
資
産
状
況
を

適
切
に
評
価
し
、
料
金
改
定
や
将
来
の
投
資

計
画
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、

■
産
山
村
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

水道計画の見直しや改善策が実践されているのかＱ

安定した給水を確保するため、現状の給配水量の調査を行うＡ

財
務
情
報
を
基
に
し
た
経
営
戦
略
の
策
定
が

可
能
と
な
り
、
効
率
的
な
運
営
が
し
や
す
く
、

透
明
性
が
向
上
す
る
こ
と
。
加
え
て
、
同
一

の
会
計
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、

他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
比
較
が
容
易
に
な

り
、
経
営
成
績
や
財
政
状
態
の
評
価
が
よ
り

正
確
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
運
営
や
体
制

に
対
す
る
労
務
管
理
の
負
担
が
増
加
す
る
こ

と
で
、
運
営
が
厳
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
独
立
採
算
制
の
観
点
か
ら
、
採
算
性
の

低
い
水
道
事
業
で
は
、
経
営
が
厳
し
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
料
金
水
準
の
見
直
し
な
ど

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

村
も
令
和
８
年
度
か
ら
の
公
営
企
業
会
計

へ
の
移
行
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

【
議
員
】
こ
れ
か
ら
冬
期
を
迎
え
、
凍
結
等
の

問
題
も
出
て
、
苦
労
は
絶
え
な
い
で
し
ょ
う

が
、
産
山
村
の
最
大
の
自
慢
で
あ
る
水
で
村

民
が
悩
ま
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た

経
営
戦
略
を
講
じ
て
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

毎年10回程度、水道管の損傷により

緊急工事が行われている。



西村 直樹

議員

【
議
員
】
市
原
村
長
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
３
期
、
12

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

１
期
目
は
熊
本
地
震
、
村
長
を
は
じ
め
、
職
員

の
方
々
が
復
旧
、
復
興
の
た
め
に
大
変
尽
力
さ
れ

た
。２

期
目
は
世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
対
応
だ
と
思
っ
て
い
る
。
経
済
や
生
活

が
一
変
し
た
と
思
っ
て
お
り
、
本
村
で
も
様
々
な

行
事
や
式
典
な
ど
が
中
止
さ
れ
て
、
日
本
全
体
が

疲
弊
し
た
。

た
だ
、
ヒ
ゴ
タ
イ
交
流
も
中
断
し
て
い
た
が
、
２

年
前
に
や
っ
と
再
開
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

３
期
目
は
集
大
成
と
し
て
、
色
々
な
課
題
を

自
分
の
手
で
片
付
け
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
と
き
の
村
長
の
公
約
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
あ
る
が
小
さ
く
て
も
楽
し
く
健
や
か
に
。

６
つ
の
公
約
は
、
既
存
産
業
の
活
性
化
を
図
る
、

観
光
事
業
を
改
革
、
若
い
世
代
を
積
極
的
に
呼

び
込
む
、
出
産
・
子
育
て
・
教
育
を
支
援
す
る
、
福

祉
・
介
護
・
医
療
体
制
を
整
え
る
、
災
害
に
強
い

村
づ
く
り
を
推
進
す
る
、
と
い
う
公
約
を
上
げ
て

村
長
に
な
っ
た
思
っ
て
い
る
。

３
期
目
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
方
々
の
採
用
・
拡
充
、
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
セ

■
村
長
の
今
後
の
進
退
に
つ
い
て

ン
タ
ー
の
開
業
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
な
ど
を
や
っ

て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
村
長
が
こ
の
12
年
間
の
総

括
、
成
果
と
い
う
の
は
、
自
分
の
中
で
ど
れ
ぐ
ら
い

達
成
で
き
た
の
か
。
自
分
な
り
の
成
果
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
併
せ
て
今
後
の
進
退
を
問
う
。

【
村
長
】
今
後
の
進
退
に
つ
い
て
、
３
期
12
年
の
成
果

と

今
年
11
月
末
で
任
期
満
了
と
な
る
。

今
後
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

併
せ
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

11
月
29
日
に
私
の
今
期
の
集
大
成
と
し
て
３
期
目

の
任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
、
今
後
の
進
退
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
私
は
こ

の
度
の
任
期
満
了
を
機
に
、
村
長
の
職
を
退
任
し
、

次
期
村
長
選
に
は
出
馬
し
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
。

私
は
村
長
就
任
か
ら
３
期
12
年
、
村
政
を
預
か
っ

て
き
た
。
平
成
25
年
に
就
任
後
、
平
成
24
年
の
豪

雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
に
加
え
、
大
雪
の
対
応
、
熊

本

地
震
発
生
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
な
ど
、
苦
労
も
あ
っ
た
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
の
活
性
化
、
観

光
振
興
事
業
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
福

祉
・
介
護
。
医
療
の
環
境
改
善
な
ど
、
子
供
た
ち
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
て
の
村
民
が
夢
や
生
き
甲

斐
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き

る
よ
う
、
産
山
独
自
の
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

成
果
及
び
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
村
民
の
皆
様
に
委
ね
た
い
と
思
う
。

私
は
常
々
、
人
が
地
域
を
つ
く
る
と
い
う
思
い
か

ら
、
将
来
の
産
山
村
を
担
う
人
材
の
育
成
を
大
切

に
し
て
き
た
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
多
様
に
変
化
す
る

社
会
の
中
、
産
山
の
未
来
を
次
の
世
代
に
託
す
こ

と
は
、
産
山
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
産
山
村
の

未
来
へ
の
夢
を
、
そ
し
て
産
山
村
に
対
す
る
誇
り
を

次
の
世
代
に
託
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

92025（令和7年11月）産山議会だより

今後の村長の進退について伺うＱ

３期１２年をもって職を辞するＡ

平成２８年熊本地震

写真は南阿蘇村立野地区

令和４年にUBUYAMA PLACEとし

てリニューアルオープン

令和５年２月に開設された

うぶやまふれあいセンター

平成２４年九州北部豪雨

写真は国道５７号滝室坂



議会議員研修報告（10月13日～15日）

10 2025（令和7年11月）産山議会だより

10月13日から15日の3日間、東北岩手県大船渡市、宮城県南三陸町、東松島市にて議員研修が行われました。

今回の目的は、大船渡市においては、本年2月26日にあった山林火災の状況や南三陸町・東松島市の東日

本大震災からの復興について研修を行いました。

1）岩手県大船渡市の火災現場

大船渡市山林火災は令和7年2月26日

に岩手県大船渡市で発生し、41日間延

焼し4月7日に鎮火した山林火災です。

火事の原因として赤崎町合足あたり

で発生した地表の火（落ち葉や下草が

燃える）が強風に煽られ、三陸町八ケ

森に広がり、飛び火が発生し拡大、さ

らにその火の粉が湾対岸の田浜地区に

風で運ばれ同時多発的に火災が発生し

たとみられています。

焼失面積は3,370haで本村で例える

と本村の面積が6,081haであり、村の

約半分以上が焼失したこととなります。

火災により焼けた樹木が伐採され

た山林

対岸側から見た火災現場火災後、鎮火した大船渡市山林

2）南三陸町防災対策庁舎の見学

町役場の行政庁舎の1つとして建設され、防災対策庁舎は海

抜1.７m、海岸から約６００ｍの地点に建つ鉄骨造ほか３階建

であり、地上から高さ約１２ｍの屋上に避難場所が整備され

た施設でした。

東日本大震災の津波により、防災対策庁舎は骨組みと各フ

ロアの床および屋根等を残して破壊され、当初の６ｍという

津波予想に対し１５．５ｍであったため、庁舎の屋上床上約

２ｍの高さまで津波が押しよせ当時の南三陸町職員１３０名

のうち、４２名の職員が犠牲となりました。

当時、当庁舎から避難の呼びかけを津波が押し寄せるまで

女性職員が行ったことで記憶にあるのではないでしょうか。

現在は宮城県が管理する南三陸町震災復興祈念公園として

管理されています。

南三陸町震災復興記念公園内に併設さ

れた東日本大震災伝承施設

東日本大震災二より鉄骨だけ庁舎となっ

た防災対策庁舎

3）東松島市復興まちづくりについて訪問

（概要）

東松島市役所にて現在の復興の状況及びまちづくりについて研修し、当市は、人口３万７，７００人（震災前４万３，

１００人）ほどの人口で自衛隊のブルーインパルスの発着基地として知られてます。

震災に伴う死者は１，１１０人、行方不明者２３名、家屋被害１１，０７３棟となっております。

東松島市復興まちづくり計画は、「まちの将来像として」①災害に強く安全なまち、②安心して笑顔で暮らせるまち、

③産業を育て働く場所をつくるまちの3つの将来像を目指し計画されています。

また、震災後は防災集団移転事業により約１７６haを移転促進区域として買収を行い災害公営住宅を１，１０１戸、

７か所の集団移転団地１，２８５戸（1区画当たり約１００坪）を市が造成し３０年間無償で土地を貸付を行っている。
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災害危険区域として次のように設定。

●第1種区域・・住居などの居住建物、医療施設や児童福祉施設などの建築規制。

●第2種区域・・住居や居住建物、医療施設や児童福祉施設の構造が鉄筋コンクリート又鉄骨コンクリートで階数が2

以上地下を有さないもの。

●第3種区域・・宅地に接する道路の高さを１．５ｍ以上、住宅の基礎は鉄筋コンクリート造とするもの。

この３つの条件の区域については規制が行われております。

また、第1種地域については、農業法人等に土地を貸出し農業用地として整備しております。

4）東日本大震災の教訓を未来へつなぐ防災体験施設「キボッチャ」を視察

キボッチャは、旧野蒜小学校の校舎を全面改装し、誕生した防災体験施設で、
の び る

「希望」「防災」「未来(フューチャー)」を組み合わせた造語で、震災の教訓を次

世代へ伝え、命を守る知識を楽しみながら学べる場という願いが込められていま

す。特に注目されるのが、防災教育や地域課題解決プログラムを通じた関係人口

創出の取り組みです。企業研修や教育旅行の受け入れ、地元企業との連携による

地域資源を活用した体験プログラムなど、多様な形で地域との継続的なつながり

を生み出しています。さらに、キボッチャでは「KIBOTCHA住民証」という独自の

仕組みを展開し、これはデジタル発行されるコミュニティメンバーとしての証明

書で、住民ナンバーが付与され、KIBOTCHAスマートエコビレッジのサービスやネッ

トワークと紐付けられます。この住民証は、有事の際に「キボッチャへ行こう」

と安心して避難できる、もう一つの居場所の象徴でもあります。住民証を持つ人

は、これから作り上げていく居住空間を共に創造していく仲間であり、KIBOTCHA

をより良くしていく創造者であることの証となっています。

東松島市より説明 東松島市庁舎前にて撮影
廃校となった施設を改装し

整備されたKIBOTCHA

施設を運営している㈱貴凛庁

三井氏より施設の説明

研修視察を終えて

①東松島市においては、ハード事業が終わり、その後の市民のモチベーションについて尋ねたところ１４年たった今も、

心のケアーを行っているとの事であった。

②防災訓練について尋ねると、今でも色々な形で行っている。

1）訓練長を市長から部長に代えるなど

2）避難方法を車や歩行による避難。また、避難経路の変更など

③壊滅的な被害を受けた後の復興計画は。

自治の市民が機能し、避難所の運営、行方不明者の確認調査、復興計画の話合いなど協力を頂きスムーズに復興

計画の作成に至った。

④キボッチャの視察では、防災施設としての機能はもちろん、地域外の人々と継続的な関係を築く「関係人口」創出

の具体的な手法について学ぶことができました。

産山村においても、防災体制の強化とともに、「デジタル村民」も含めた関係人口の拡大を検討すべきではと思

ったしだいです。キボッチャの「住民証」による緩やかなコミュニティ形成、有事における相互支援の仕組み、そ

して平常時から関わり続けられる多様なプログラムの提供など、今後の産山村の取り組みをさらに発展させるため

のヒントに満ちていました。

屋外に整備されたグランピング

施設



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参 加 者

8月3日 阿蘇郡市人権同和教育研究大会 阿蘇市 議員2名参加

8月8日
中九州地域高規格道路推進期成会総会

熊本県町村議会議長会（リモート）

竹田市

産山村
議 長

8月19日 例月監査 産山村 監査委員

8月20日 熊本県町村正副議長研修会 熊本市 正副議長

8月22日～23日 決算監査 産山村 監査委員

8月28日
議会運営委員会

熊本・阿蘇幹線道路整備促進期成会総会

産山村

大津町

議会運営委員

議 長

9月2日 経済建設常任委員会 産山村 経済建設常任委員

9月5日
産山村金婚夫婦表彰式

第6回全員協議会
産山村

正副議長常任委員長

議会全員

9月5日～12日 第8回定例会 産山村 議会全員

9月13日 産山村敬老会 産山村 議員全員

9月19日 産山村交通安全出発式 産山村 議員全員

9月24日～26日 阿蘇市町村議長研修 広島県 議 長

9月27日 在熊産山村人会 熊本市 議員７名

9月29日 ヒゴタイ交流歓迎式典 産山学園 議員全員

10月3日 熊本県市町村総合事務組合定例会 熊本市 議 長

10月4日 熊本幹線道路杭打ち式 熊本市 議 長

10月9日

第９回臨時会

熊本県町村議会議員研修会（リモート）

国道442号道路整備促進期成会総会

産山村

産山村

小国町

全 員

議員７名

議 長

10月10日 かたらんネ阿蘇2025 熊本市 議員全員

10月13日～15日 産山村議員研修 宮城県 議員全員

10月16日 菊池郡・阿蘇郡町村議会議長会議 産山村 議 長

10月16日～17日 全国町村監査委員研修 東京都 監査委員

10月21日 阿蘇市町村議会議員研修会 阿蘇市 議員全員

10月22日

経済建設常任委員会

産山村戦没者追悼式

第7回全員協議会

第10回臨時会

産山村 議員全員

10月23日 阿蘇広域行政事務組合定例会 阿蘇市 広域議員

10月23日～24日 熊本県町村議会議長会理事会 玉東町 議 長

10月29日 例月監査 産山村 監査委員

10月30日～31日 森林・林業・林産業活性化九州大会 宮崎市 経済建設委員3名

編集後記


